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論文は大きく 2 音防〉ら成っている o 第 I 部「文化触変期における文化をはかる尺度の意味- r日本音楽」に対する
内・外の視座の交錯」では， 1870年代から 1920年代にかけて出版された日本音楽研究の足跡を概観する。ここでいう
「日木音楽」とは，千有余年かけて形成されてきた「純邦楽」と，近代になり変容の道をたどりつつあった新しい意










する。まず，①体験に基づく内・外の視座の交錯があったことを，実証的態度が濃厚な A. エリス(1814-1890) の
影響を受けた人たちゃ，日本に滞在して理解を深めた F. ピゴット(1852-1925) の研究例から浮き彫りにする O つ
ぎに，②観念、に基づく内・外の視座の交錯としては， H. リーマン(1849 -1919) に典型的に認められる「外なる外






















中国に伝播し「学堂楽歌 (xuetang yuege) j となった流れが存在する o 実は，その賛美歌には学校唱歌が含まれる
かたちで送り込まれていた。また両国それぞれに，民謡や伝統楽曲などを「白文化」の脈絡から賛美歌という「異文
化J 的な脈絡へ変換し，定着させ，そして二種類の文化融合がはかられたのである o
I -2 I社会的枠組みからみた異文化の往還一作曲家・演奏家・聴衆が織り成したものJ では，音楽史学と民族音
楽学の融合を方法として試みる。すなわち，従来，西洋音楽史学のフィールドで考察されてきた日本近代西洋音楽史
の事象を，体系的音楽学の代表である「民族音楽学」の地平から分析することを試みる o T. ライスの提唱した「個
人の創作と体験，歴史的構築，社会的維持J という 3 項目の相関性から成る「民族音楽研究」のモデルを論者なりに
変形し， I文化の静態と動態〈異文化問/同文化内，中心と周縁)j I歴史的構築(伝統，演奏慣習，歴史的事実，研
究)j I創作と表演(個人/集団)j I社会的維持(社会システム/聴衆)j という 4 つの双方向性の関係から考察する
研究モデルを工夫している。
具体的な事例としては， オペラ受容史とその上演にかかわった作曲家山田耕符(1886 -1965) ，演奏家三浦環
(1884-1951) をモデルにし，貴族性と庶民性という芸術のもつ両極性，人間性のなかに見られる両極性，社会シス
テムにみられる両極性を通して，考察をおこなう。また，西洋芸術の上演空間に関わる近代日本音楽文化史を位置づ

















































くとられている反面，論文としての短所も見られる o 第一に，メインテーマに即した考察が第 I 部では明快に展開さ
れている反面，第 E部ではテーマから離れた論旨が見受けられ，やや散漫になっていると言わざるを得ない。豊富な
資料を盛り込むことよりも，テーマとの関連で取捨選択がもっとなされてしかるべきであった。
第二の短所は，読者の容易な読解をさまたげる表現と文の組み立ての点で改善の余地があるということである。す
ぐれた論文であれば，たとえ内容が複雑であっても読者のスムースな読みを誘うものとなるはずで，本論文が出版さ
れる暁には，推敵を重ねることが要望される o しかしながら，この短所は，時間をかけて推敵すれば解決する類のも
のであり，学界に対する貢献度の高い本研究の価値を損なうものではない。
よって本研究科委員会は，本論文を博士(文学)の学位を授与するのに十分な価値を有するものと認定する。
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